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実験は，大阪府立放射線中央研究所の Co-60 と 15Mev 電子ライナックを用いておこなわれた。線量計
は， A電物質ーからなる散乱体， および，鉛吸収体からなる出力電極で構成されている。







5) 高エネノレギー X線に対し，エネ Jレギー依存性をなくすことが可能である。
論文の審査結果の要旨







ない。本研究による線量計は r 線によって生じた絶縁体ヰl のコンプトン電子の移動による外部回路的な涜
導電流をたくみに利用したものである。 乙れによると線量計の出力は入射 T 線量に比例して発生するコン
プトン屯子の量ととの電子の移動距離の杭に比例した誘導電流量に相当する。本研-究では，i秀司;〔電流の量を
計算と実験から検討しそれらのiEき''1性を論じ，さらに Co-60r r(~ ， 15MeV ライナックよりの制動*日射X
線に対する応特性を調べているの結論として下記の 5 }，~を 11)1 らかにしている。1) 構造が簡単で製作が容
易である。 2) 大線量の T 線， x線に対して飽和現象がなく応、特性がよい。 3) 温度の高いJ引所に於いて
でも総量測定が可能である口 4) r 線の方向に対し指向性をもたすことができる口 5) 高エネノレギ-x線
に対しエネノレギー依存性をなくすことが可能である。
乙の方式の線量計は原理的にも甚だしく大きい放射線量に対しでも応答性が確実であるとみなされるの
で大線量計として占める今後の価値は大なるものと巧ーえられる。
大線量線源の利用がめざましい発達を示す現在， 従来甚だしく困難であった大総量測定法に重要な寄与
をあたえたものとして理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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